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▼
ト
ヨ
タ
自
動
車

は
２
０
２
５
年
９
月

末
よ
り
実
証
都
市「
ウ

ー
ブ
ン
・
シ
テ
ィ
」

（
静
岡
県
裾
野
市
）

に
て
住
民
と
都
市
で

自
動
運
転
や
ロ
ボ
ッ

ト
活
用
な
ど
の
実
証

実
験
を
開
始
し
た
。
ト
ヨ
タ
社
員

や
関
係
者
な
ど
が
入
居
し
将
来
は

約
２
千
人
の
居
住
を
想
定
し
て
い

る
。
高
齢
化
、イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
、

地
震
の
備
え
な
ど
を
含
め
、泉
北
、

狭
山
、
金
剛
Ｎ
Ｔ
周
辺
の
環
境
変

化
、
現
況
な
ど
も
参
考
に
多
様
な

知
を
結
集
し
持
続
可
能
な
ま
ち
を

め
ざ
し
て
ほ
し
い
。 

　

▼
昨
年
の
個
人
的
な
一
大
ニ
ュ

ー
ス
は
、
大
盛
り
上
が
り
だ
っ
た

大
阪
・
関
西
万
博
で
の
で
き
ご
と
。

一
緒
に
行
っ
た
従
姉
妹
と
な
ん
と
！

「
は
ぐ
れ
て
」
し
ま
っ
た
の
だ
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
す
れ
ど
電
話
を
す
れ

ど
応
答
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
従

姉
妹
が
私
の
車
の
な
か
に
ス
マ
ホ

を
忘
れ
た
の
だ
っ
た
。
再
会
で
き

た
の
は
従
姉
妹
た
ち
が
帰
ろ
う
と

し
て
い
た
新
大
阪
駅
で
。
新
大
阪

駅
ま
で
の
驚
き
の
経
緯
は
ま
た
次

回
に
…
。 

　
▼
こ
の
正
月
に
子
ど
も
家
族
が

帰
省
し
て
き
た
際
に
〝
万
博
ポ
ン

チ
ョ
〞
を
見
せ
た
後
は
展
示
や
寄

贈
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
ら
れ
た

桧ひ

尾お

さ
ん
。
相
談
を
受
け
た
私
は

富
田
林
市
に
連
絡
し
、
ご
本
人
と

つ
な
い
だ
。

　
そ
の
後
、
市
職
員
が
桧
尾
さ
ん

宅
を
度
々
訪
問
し
話
し
合
い
、
と

ん
ぱ
る
で
の
展
示
が
実
現
。
本
人

の
意
向
を
尊
重
し
、
私
に
も
進
捗

を
報
告
し
て
く
れ
た
。
迅
速
に
真

摯
に
対
応
下
さ
っ
た
富
田
林
市
職

員
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！ 



な
っ
た
。
テ
ン
ト
型
の
ス
モ
ー

ク
マ
シ
ン
で
は
、
家
屋
の
火
災

で
煙
に
巻
か
れ
た
際
、「
地
面
に

近
い
ほ
ど
煙
が
少
な
い
」
こ
と

を
実
際
に
体
験
し
、
煙
で
ほ
ぼ

視
界
が
ふ
さ
が
れ
た
状
態
で
テ

ン
ト
か
ら
脱
出
す
る
訓
練
を
し

た
。

　

今
訓
練
の
大
き
な
特
長
は
、

ペ
ッ
ト
の
防
災
に
つ
い
て
も
焦

点
を
当
て
た
点
だ
。
今
や
ペ
ッ

ト
を
飼
う
家
庭
が
多
く
、
ペ
ッ

ト
と
共
に
ど
う
避
難
す
る
の
か

な
ど
、
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
が

多
発
し
て
い
る
。
同
体
育
館
内

で
は
、
ペ
ッ
ト
の
防
災
に
つ
い

て
詳
説
し
た
パ
ネ
ル
や
、
ペ
ッ

ト
用
非
常
持
ち
出
し
袋
の
中
身

な
ど
の
展
示
と
解
説
も
行
わ
れ

た
も
の
だ
。
こ
の
素
案
に
対
し

広
く
市
民
の
意
見
を
募
集
し
、

防
災
活
動
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
推
進
を
図
り
、
市
域
並
び

に
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と

が
目
的
だ
。

　

富
田
林
市
地
域
防
災
計
画〈
改

訂
〉（
素
案
）
や
提
出
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、
同
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
。https://w
w
w
.ci 

ty.tondabayashi.lg.jp/site/
publiccom

m
ent/136188.ht 

m
l

　

意
見
の
募
集
期
間
は
２
月
６

　

２
０
２
５
年
12
月
18
日
、
富

田
林
市
は
地
域
防
災
計
画
（
２

０
２
５
年
度
改
訂
）
の
素
案
を

ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
に
つ
い
て
公
表
し
た
。

　

市
地
域
防
災
計
画
は
、
災
害

対
策
基
本
法
に
基
づ
き
市
域
に

お
け
る
災
害
予
防
や
応
急
対
策
、

復
旧
復
興
に
関
し
て
市
や
防
災

関
係
機
関
等
が
行
う
べ
き
業
務

等
に
つ
い
て
示
し
た
防
災
活
動

に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
だ
。

今
回
の
素
案
は
２
０
２
４
年
能

登
半
島
地
震
な
ど
近
年
全
国
で

発
生
し
て
い
る
大
規
模
災
害
の

教
訓
等
を
反
映
し
た
。
ま
た
、

関
連
法
令
の
改
正
や
国
・
府
の

防
災
計
画
と
の
整
合
も
確
保
し

　

大
阪
大
谷
大
学
、阪
南
大
学
、

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
、
富
田
林
市
４

者
連
携
（
Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
に
よ
る

金
剛
地
区
活
性
化
活
動
の
25
年

度
中
間
報
告
会
が
10
月
11
日
に

阪
南
大
学
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
部
で
は
大
学
生
に
よ
る

銀
座
街
商
店
街
「
わ
っ
く
ｃ
ａ

ｆ
ｅ
」
で
の
飲
食
販
売
、「
金
剛

マ
ル
シ
ェ
」
で
の
古
着
販
売
、

子
ど
も
の
学
び
の
場
創
出
な
ど

の
取
り
組
み
で
工
夫
・
苦
労
し

た
点
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
形
式
で

発
表
さ
れ
た
。
第
２
部
で
は
学

生
間
の
交
流
を
促
す
こ
と
を
目

的
に
グ
ル
ー
プ
交
流
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。

　

Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｐ
と
は
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｌ
ａ
ｂ　

Ｐ

ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
の
こ
と
で
、
Ｌ

ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｌ
ａ
ｂ
と
は
生
活

空
間
（
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ
）
＋
実

験
室
（
Ｌ
ａ
ｂ
）
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
だ
。
こ
の
４
者
連
携

は
２
０
２
４
年
７
月
に
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
問
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
金
剛
地
区
に
お
い
て
、再
生
・

活
性
化
に
向
け
て
相
互
に
連
携・

協
力
し
た
取
り
組
み
を
行
う
目

的
で
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

そ
の
目
的
は
▽
互
い
の
発
展

と
金
剛
地
区
の
エ
リ
ア
価
値
向

上
に
寄
与
▽
地
区
住
民
の
生
活

の
質
の
向
上
▽
持
続
可
能
で
活

力
と
発
展
性
の
あ
る
地
域
社
会

の
形
成
で
あ
る
。
そ
の
役
割
は

大
学
生
は
ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て

金
剛
地
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

た
研
究
と
実
践
を
、
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
は
金
剛
団
地
等
リ
ソ
ー
ス

（
情
報
・
場
）
の
提
供
・
民
間

企
業
等
と
の
パ
イ
プ
機
能
を
、

市
は
リ
ソ
ー
ス
（
情
報
・
場
）

提
供
・
地
域
等
と
の
パ
イ
プ
機

給
対
象
児
童
（
※
25
年
９
月
に

出
生
し
た
児
童
に
つ
い
て
は
10

月
分
）
②
25
年
10
月
１
日
か
ら

26
年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し

た
児
童
▽
支
給
額
：
対
象
児
童

１
人
に
つ
き
２
万
円
（
１
回
限

り
）
▽
申
請
方
法
：
①
申
請
不

要
で
手
当
を
受
け
取
れ
る
人
：

富
田
林
市
か
ら
25
年
９
月
分
児

童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
、
25
年
10
月
か
ら
26
年
３
月

31
日
に
出
生
し
富
田
林
市
に
児

童
手
当
の
申
請
を
行
っ
た
人
②

申
請
が
必
要
な
人
：
富
田
林
市

在
住
の
公
務
員
で
所
属
庁
か
ら

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
人
、
25
年
10
月
１
日
か
ら
26

年
３
月
31
日
ま
で
に
離
婚
（
離

婚
調
停
中
等
も
含
む
）
に
よ
り

児
童
手
当
の
申
請
が
必
要
に
な

っ
た
保
護
者
。

　

手
当
支
給
に
関
す
る
詳
細
確

認
は
次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
連

絡
を
。
こ
ど
も
政
策
課
給
付
支

援
係
０
７
２
１
・
25
・
１
０
０

０
、
こ
ど
も
家
庭
庁
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
０
１
２
０
・
２
５
２
・

０
７
１ 

〔
上
木
〕

　

　

１
月
15
日
、
物

価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
公
表
し
た
。

　

昨
年
11
月
21
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
強
い
経
済
」
を
実
施

す
る
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
、

物
価
高
の
影
響
が
長
期
化
し
そ

の
影
響
が
様
々
な
人
々
に
及
ぶ

中
、
特
に
そ
の
影
響
を
強
く
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
力
強

く
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
観
点

か
ら
、
０
歳
か
ら
高
校
生
年
代

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
に
１
人
当

た
り
２
万
円
の
物
価
高
対
応
子

育
て
応
援
手
当
を
支
給
す
る
。

　

本
市
に
お
け
る
支
給
の
詳
細

は
、
順
次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
さ
れ
る
。
支
給
対
象
者
、
支

給
額
、
申
請
方
法
は
以
下
の
通

り
。

　

▽
支
給
対
象
者
：
①
２
０
２

５
年
９
月
分
の
児
童
手
当
の
支

能
を
そ
れ
ぞ
れ
担
う
と
い
う
も

の
だ
。

　

南
河
内
地
域
で
は
既
に
こ
の

よ
う
な
産
学
官
連
携
取
り
組
み

が
各
自
治
体
で
進
行
中
だ
。
今

後
も
各
大
学
の
個
性
・
特
色
を

生
か
し
て
「
新
た
な
技
術
や
サ

　

11
月
２
日
、
大
阪
狭
山
市
立

南
第
一
小
学
校
で
、「
体
験
型
地

域
防
災
訓
練
／
あ
な
た
と
ペ
ッ

ト
の
災
害
対
策
」
が
行
わ
れ
、

１
５
０
人
以
上
の
地
域
住
民
が

参
加
し
た
。

　

同
体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

使
い
、
簡
易
ト
イ
レ
の
使
用
訓

練
や
起
震
車
に
よ
る
震
度
６
の

地
震
体
験
、
担
架
や
リ
ア
カ
ー

を
用
い
た
負
傷
者
応
急
搬
送
訓

練
な
ど
、
災
害
の
際
に
必
要
と

な
る
知
識
を
知
り
、
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

ー
ビ
ス
の
開
発
＝
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
ユ
ー
ザ
ー
や

市
民
が
生
活
す
る
場
で
行
う
共

創
活
動
」
を
推
進
し
、
エ
リ
ア

価
値
向
上
に
よ
る
地
区
再
生
・

活
性
化
を
め
ざ
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。 

〔
上
木
〕

た
。

　

主
催
し
た
大
阪
狭
山
防
災
士

の
会
代
表
の
竹
内
幸
雄
さ
ん
（
81

歳
）
は
、「
ペ
ッ
ト
も
大
事
な
家

族
。
災
害
の
際
に
、
ペ
ッ
ト
と

共
に
ど
う
い
っ
た
行
動
が
と
れ

る
の
か
は
、大
き
な
問
題
で
す
」

と
、
語
る
。
だ
が
、
大
阪
狭
山

市
で
は
、
未
だ
ペ
ッ
ト
を
避
難

所
で
ど
う
扱
う
の
か
な
ど
の
具

体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
く
、

課
題
は
山
積
み
だ
。
ペ
ッ
ト
の

防
災
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
既

に
定
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

早
急
な
対
応
が
期
待
さ
れ
る
。

「
人
間
用
の
防
災
袋
と
は
別
に
、

ペ
ッ
ト
用
の
も
の
も
用
意
し
て

く
だ
さ
い
」
と
。 

〔
山
本
〕

日
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
先
＝

危
機
管
理
室
０
７
２
１
・
25
・

１
０
０
０
（
代
表
） 〔
上
木
〕



　

富
田
林
市
、
河
内
長
野
市
、

大
阪
狭
山
市
、
太
子
町
、
河
南

町
、
千
早
赤
阪
村
の
南
河
内
６

市
町
村
で
は
大
阪
・
関
西
万
博

に
あ
わ
せ
制
作
し
た
６
つ
の
ア

ー
ト
作
品
を
万
博
レ
ガ
シ
ー
と

し
て
こ
の
た
び
、
各
市
町
村
内

に
展
示
し
「
南
河
内
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
」
と
し
て
一

般
公
開
し
て
い
る
。

　

万
博
の
感
動
や
わ
く
わ
く
の

余
韻
と
と
も
に
、
ア
ー
ト
を
巡

っ
て
南
河
内
の
文
化
や
歴
史
、

自
然
の
魅
力
を
楽
し
ん
で
。
ま

た
、
周
遊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
富
田
林
市
公
式
周
遊
ア
プ
リ

「
と
ん
だ
ば
や
し
と
り
っ
ぷ
」

と
コ
ラ
ボ
し
た
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
。
６
つ
の

ア
ー
ト
作
品
を
巡
っ
て
ス
タ
ン

プ
を
集
め
る
と
、
抽
選
で
素
敵

な
景
品
が
当
た
る
。

　
▽
開
催
期
間
２
月
13
日
ま
で
。

参
加
無
料
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
。
展
示
場
所
（
ス
タ
ン
プ

獲
得
ポ
イ
ン
ト
）
▽
富
田
林

市
「
曙
」
旧
田
中
家
住
宅
▽

河
内
長
野
市
「
葉
ぐ
る
ま
」

西
條
薬
局
跡
地
▽
大
阪
狭
山

市
「
天
空
の
曼
荼
羅
絵
図
」

狭
山
池
▽
太
子
町
「
以
和
為

貴
in
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
太
子

町
役
場　

緑
の
回
廊
▽
河
南

町
「
時
ノ
壺 

令
和
大
壺
」
河

南
町
役
場
１
階
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
▽
千
早
赤
阪
村
「
竹

灯
籠
」
千
早
赤
阪
村
役
場
１

階
。
問
い
合
わ
せ
＝
富
田
林

市
商
工
観
光
課

０
７
２
１
・
25
・

１
０
０
０ 

 

〔
吉
田
〕

　

夫
婦
で
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
に

励
む
森
﨑
さ
ん
夫
妻
（
和
泉
市

在
住
）
の
初
め
て
の
共
同
展
、

「
森
﨑
ま
ち
子
・
昇　

作
品
展

　

Enjoym
ent

」
が
２
月
６
日

〜
８
日
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
美
游
館

（
西
山
台
６
丁
目
）
で
開
催
さ

れ
る
。
ま
ち
子
さ
ん
は
「
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク
ス
テ
ン
シ
ル
」と「
チ

ャ
イ
ナ
ペ
イ
ン
ト
」、
昇
さ
ん
は

「
吹
き
ガ
ラ
ス
」
と
ジ
ャ
ン
ル

は
異
な
る
が
互
い
に
刺
激
を
受

け
合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
作
品

づ
く
り
に
励
ん
で
き
た
。

　

型
紙（
ス
テ
ン
シ
ル
シ
ー
ト
）

を
使
用
し
て
洋
服
や
バ
ッ
グ
な

ど
の
生
地
や
皮
に
デ
ザ
イ
ン
を

描
く
「
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ス
テ
ン

シ
ル
」。
生
地
の
質
感
、
レ
イ
ア

ウ
ト
、
色
の
組
み
合
わ
せ
や
重

ね
方
で
同
じ
型
紙
を
使
っ
て
も

一
つ
一
つ
違
う
も
の
に
仕
上
が

る
。磁
器
に
絵
付
け
を
す
る「
チ

ャ
イ
ナ
ペ
イ
ン
ト
」。ど
ち
ら
も
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
や
色
彩
な
ど

細
部
に
至
る
ま
で
ま
ち
子
さ
ん

の
世
界
観
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

昇
さ
ん
が
作
り
出
す
、
透
き

通
っ
た
中
に
も
ど
こ
か
温
か
み

が
あ
り
優
し
い
表
情
を
も
つ「
吹

き
ガ
ラ
ス
」
の
作
品
も
必
見
。

　

作
品
展
で
は
、ミ
ニ
バ
ッ
グ
・

洋
服
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
な

ど
の
小
物
（
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ス

テ
ン
シ
ル
）、
壺
・
陶
板
・
テ
ィ

ー
カ
ッ
プ
セ
ッ
ト
な
ど
（
チ
ャ

イ
ナ
ペ
イ
ン
ト
）、
コ
ッ
プ
・
花

　

「
傾け
い
ち
ょ
う聴」
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
相
手
の
話
に
注

意
深
く
耳
を
傾
け
、
そ
の

中
に
あ
る
感
情
や
真
意
を

理
解
し
よ
う
と
努
め
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法

だ
。「
傾
聴
さ
や
ま
」
は
、

２
０
１
０
年
に
設
立
。
大

阪
狭
山
市
内
の
高
齢
者
福

祉
施
設
や
独
居
高
齢
者
宅

に
赴
き
、
傾
聴
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

　

悩
み
相
談
な
ど
と
一
線

を
画
す
の
は
、
傾
聴
で
は

ア
ド
バ
イ
ス
や
自
ら
の
考

え
を
押
し
付
け
る
こ
と
は

決
し
て
し
な
い
。
相
手
の

意
見
や
考
え
を
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
相

手
は
自
分
を
受
け
入
れ
て

も
ら
え
た
と
い
う
安
心
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

解
決
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
話
を
引
き
出
す
こ
と

で
、
対
話
者
の
心
を
軽
く
し
、

抱
え
る
孤
独
に
光
を
当
て
る
。

「
心
を
開
い
て
く
れ
て
、
信
頼

関
係
を
築
け
た
と
実
感
す
る
時

が
一
番
う
れ
し
い
」
と
、
メ
ン

バ
ー
は
語
る
。
利
用
者
か
ら
の

「
待
っ
て
た
よ
」「
来
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を

励
み
に
、
活
動
を
続
け
る
。

「
第
８
回
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
入
門
編
／
話
を
聴
く
、

そ
の
先
に
あ
る
笑
顔
の
た
め
に
」

は
、
２
月
19
日
、
１
時
半
〜
４

時
半
、
狭
山
公
民
館
２
階
多
目

的
室
で
開
催
。
傾
聴
の
基
本
的

知
識
の
講
義
と
、
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
で
実
践
を
学
ぶ
。
先
着

40
人
。
参
加
費
２
０
０
円
。
大

阪
狭
山
市
外
の
人
も
可
。
傾
聴

は
、
子
育
て
や
営
業
、
円
滑
な

人
間
関
係
の
構
築
な
ど
、
様
々

な
場
面
に
応
用
で
き
る
非
常
に

有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
。「
傾
聴
に
興
味
が
あ
る

人
な
ら
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎

で
す
」
と
。

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
。
①
名
前
②
住

所
③
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒
５
９
０

－

０
０
２
１
大
阪
狭

山
市
今
熊
１

－

85
大
阪
狭
山
市

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
」
係
宛
て
。
F
 

A
X
０
７
２
・
３
６
６
・
７
４

０
７
。
問
い
合
わ
せ
は
、
東
尾

さ
ん
０
８
０
・
１
４
６
５
・
６

６
３
０ 

〔
山
本
〕

び
ん
（
吹
き
ガ
ラ
ス
）
な
ど
計

１
０
０
作
品
近
く
を
展
示
、
販

売
。
10
時
〜
６
時
。
最
終
日
は

10
時
〜
５
時
。美
游
館
０
７
２
・

３
６
７
・
５
６
５
０ 

〔
髙
見
〕

　
　
　
　
　

　

２
月
12
日
〜
15
日
、
９
時
半

〜
５
時（
初
日
は
10
時
半
か
ら
、

最
終
日
は
４
時
ま
で
）、
さ
や

か
ホ
ー
ル
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で

「
第
39
回
水
曜
ス
ケ
ッ
チ
会
水

彩
画
展
」
が
開
催
さ
れ
る
。
９

人
の
会
員
が
描
い
た
水
彩
画
約

80
点
を
展
示
。
入
場
無
料
。
問

い
合
わ
せ
は
、
小
西
さ
ん
０
８

０
・
３
１
０
８
・
８
７
１
４



　

12
月
８
日
頃
、
堺
市
南
区
若

松
台
２
丁
の
公
園
の
工
事
現
場

か
ら
銅
線
１
本（
70
メ
ー
ト
ル
、

約
17
万
円
相
当
）が
切
断
さ
れ
、

盗
ま
れ
た
。

　

11
月
４
日
夕
方
、
く
み
の
木

７
丁
目
付
近
の
路
上
を
歩
い
て

い
た
女
性
に
、
中
年
の
男
が
下

半
身
を
露
出
す
る
事
案
が
発
生

し
た
。
男
の
特
徴
は
色
不
明
の

キ
ャ
ッ
プ
帽
、
上
衣
不
明
、
青

色
ジ
ー
ン
ズ
を
は
い
て
い
た
。

　

11
月
14
日
昼
、
池
尻
中
３
丁

目
付
近
の
住
民
の
携
帯
電
話
に

「
０
７
０
」
か
ら
は
じ
ま
る
番

号
で
、
警
察
官
を
か
た
る
男
か

ら
「
捜
査
依
頼
が
あ
り
電
話
し

て
い
る
の
で
、
情
報
漏
洩
防
止

の
た
め
一
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
不
審
な
電
話
が
あ

っ
た
。

　

11
月
14
日
夕
方
、
寺
池
台
付

近
の
住
民
の
固
定
電
話
に
自
動

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
「
不
在
荷

物
が
届
い
て
い
ま
す
」
な
ど
の

電
話
が
あ
っ
た
。
音
声
ガ
イ
ダ

　

11
月
20
日
夕
方
、
高
辺
台
３

丁
目
付
近
の
路
上
で
下
校
中
の

小
学
生
女
児
が
前
か
ら
歩
い
て

き
た
男
に
「
お
い
、
ど
こ
の
学

校
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
事

案
が
あ
っ
た
。

　

11
月
30
日
昼
、
向
陽
台
４
丁

目
付
近
の
住
民
が
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
で
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
閲
覧

中
に
警
告
音
と
と
も
に
「
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
ま
し
た
。
ヘ
ル

プ
番
号
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
の
警
告
文
が
表
示
さ
れ
た
。

警
告
文
の
連
絡
先
に
電
話
す
る

と
片
言
の
日
本
語
を
話
す
人
物

が
「
千
円
の
費
用
が
か
か
り
ま

　

11
月
５
日
朝
、
60
代
男
性
が

く
み
の
木
７
丁
目
の
コ
ン
ビ
ニ

で
売
っ
て
い
た
食
料
品
と
ラ
イ

タ
ー
の
オ
イ
ル
が
盗
ま
れ
た
。

　

11
月
12
日
昼
、
40
代
男
性
が

　

11
月
25
日
夜
、
藤
沢
台
１
丁

目
付
近
の
公
園
で
原
付
バ
イ
ク

の
ブ
レ
ー
キ
ネ
ジ
を
切
ら
れ
た
。

す
。
ま
ず
50
万
円
を
振
り
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
費
用
を

差
し
引
い
た
49
万
９
千
円
を
口

座
に
送
金
し
ま
す
」
な
ど
と
指

示
さ
れ
る
事
案
が
あ
っ
た
。

ン
ス
に
従
い
数
字
を
押
す
と
男

が
対
応
し
「
薬
が
届
い
て
い
ま

す
」
と
言
わ
れ
た
が
、
身
に
覚

え
が
な
い
た
め
電
話
を
切
っ
た
。

大
野
西
の
工
場
内
に
置
い
て
い

た
重
機
の
部
品
を
盗
ま
れ
た
。

　

11
月
４
日
夜
、
向
陽
台
３
丁

目
付
近
の
公
園
の
壁
や
ベ
ン
チ

を
ス
プ
レ
ー
で
落
書
き
さ
れ
た
。

　

11
月
４
日
夜
、
藤
沢
台
１
丁

目
付
近
の
公
園
の
壁
に
ス
プ
レ

ー
で
落
書
き
さ
れ
た
。

　

11
月
中
旬
夕
方
、
寺
池
台
で

40
代
男
性
が
運
転
す
る
軽
四
自

動
車
が
信
号
機
の
な
い
交
差
点

に
侵
入
し
た
際
、
普
通
自
動
車

と
接
触
。
男
性
は
む
ち
打
ち
に

な
っ
た
。

　

12
月
２
日
夕
方
、
半
田
付
近

の
路
上
で
70
代
女
性
が
運
転
す

る
原
付
バ
イ
ク
が
車
と
接
触
。

頸け
い

椎つ
い

を
捻
挫
し
左
膝
を
負
傷
し

た
。

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

　

11
月
中
旬
昼
、
久
野
喜
台
で

　

11
月
下
旬
昼
、
寺
池
台
で
10

代
男
性
が
バ
イ
ク
で
走
行
中
に

右
折
し
て
き
た
普
通
自
動
車
と

接
触
。
男
性
は
両
膝
を
ケ
ガ
。

80
代
女
性
が
運
転
す
る
原
付
バ

イ
ク
が
前
を
走
っ
て
い
た
普
通

自
動
車
左
後
方
に
接
触
。
腰
を

打
撲
し
た
。

　

11
月
下
旬
夕
方
、
藤
沢
台
で

60
代
男
性
が
徒
歩
で
帰
宅
中
に

普
通
自
動
車
と
接
触
。
腰
と
背

中
を
打
撲
し
た
。

　

11
月
６
日
夕
方
、
大
野
台
付

近
で
90
代
男
性
が
路
上
を
歩
行

中
に
つ
ま
ず
い
て
転
倒
。
顔
面

を
ケ
ガ
し
た
。

　

11
月
８
日
昼
、
狭
山
付
近
で

80
代
女
性
が
路
上
を
歩
行
中
に

つ
ま
ず
い
て
転
倒
。
左
足
を
ケ

ガ
し
た
。

☆

☆
☆
☆
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創
立
30
年
に
な
る
、
老
舗
の

俳
句
サ
ー
ク
ル「
俳
句
研
究
会
」。

　

以
前
は
、
指
導
者
が
お
り
、

何
十
人
も
の
人
で
会
は
盛
況
だ

っ
た
が
、指
導
者
が
亡
く
な
り
、

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
７
人
。
会

の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
、
最
高

齢
の
岡
野
早
雄
さ
ん
（
95
歳
・

大
野
台
）
が
、
そ
の
深
い
知
識

と
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
、

指
導
も
行
っ
て
い
る
。

　

毎
月
、
お
題
を
挙
げ
、
そ
れ

に
沿
っ
た
句
を
、
一
人
５
句
ず

つ
提
出
。
そ
の
中
か
ら
、
良
い

印
象
を
持
っ
た
句
に
投
票
す
る
。

11
月
の
お
題
は
「
風
邪
」「
落
ち

葉
」「
大
根
」。
メ
ン
バ
ー
の
詠

ん
だ
句
を
紹
介
す
る
。

　

『
風
邪
も
ま
た　

生
き
て
る

証　

雲
が
行
く
』

　

『
独
り
言　

多
く
な
り
い
て

　

冬
支
度
』

　

会
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

中
で
進
ん
で
い
く
。
岡
野
さ
ん

は
体
調
を
崩
し
、
し
ば
ら
く
休

養
し
て
い
た
が
、「
会
の
こ
と
が

頭
か
ら
離
れ
ず
、
戻
っ
て
き
た
」

と
。岡
野
さ
ん
が
戻
っ
て
き
て
、

メ
ン
バ
ー
ら
も
「
帰
っ
て
き
て

く
れ
て
、
本
当
に
う
れ
し
い
」

と
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。
メ
ン

バ
ー
の
高
齢
化
と
数
の
減
少
が
、

目
下
の
大
き
な
課
題
だ
。

　

メ
ン
バ
ー
募
集
中
。
毎
月
、

第
１
金
曜
日
、
１
時
〜
３
時
。

狭
山
公
民
館
で
活
動
。
参
加
費

は
月
２
５
０
円
程
度
。
初
心
者

歓
迎
。
見
学
・
無
料
体
験
も
随

時
。「
俳
句
は
生
活
に
彩
り
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
」
と
。
問
い
合
わ

せ
は
、
越お

ち智
さ
ん
０
９
０
・
９

６
９
０
・
６
９
０
２ 

〔
山
本
〕

　

〝
民
話
は
ふ
る
さ
と
の
宝
物
〞

を
合
言
葉
に
、
富
田
林
各
地
の

古
老
を
訪
ね
、
聞
き
取
り
・
再

話
・
伝
承
の
活
動
を
行
っ
て
き

た
「
富
田
林
民
話
か
た
り
べ
会

（
旧
富
田
林
民
話
研
究
ク
ラ
ブ
）」

の
50
周
年
記
念
公
演
が
11
月
15

日
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
に
は
『
こ
ん

に
ゃ
く
橋
』
の
動
画
を
よ
く
観

る
と
い
う
𠮷
村
富
田
林
市
長
と
、

島
根
県
か
ら
駆
け
つ
け
た
山
陰

の
民
話
研
究
者
、
酒
井
董た
だ
よ
し美
さ

ん
（
90
歳
・
元
島
根
大
学
教
授
）

が
登
壇
。
続
い
て
、
賛
助
出
演

の
富
田
林
市
少
年
少
女
合
唱
団

が
透
き
通
る
よ
う
な
歌
声
を
披

露
し
会
場
を
温
か
く
包
ん
だ
。

　

同
会
か
ら
は
森
口
恭
子
さ
ん

が
『
亥
の
子
の
晩
』、
高
木
初
美

さ
ん
が
『
赤
い
と
さ
か
』、
宇
澤

久
代
さ
ん
が
『
嫁
に
行
っ
た
キ

ヌ
』
を
朗
読
。
紙
芝
居
や
絵
の

ス
ラ
イ
ド
、
合
間
に
ピ
ア
ノ
演

奏
（
井
上
み
ほ
子
さ
ん
）
も
交

え
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
。　

　

賛
助
出
演
の
「
劇
団
つ
つ
じ

満
開
座
」
に
よ
る
民
話
劇
『
聞

い
て
、
伝
え
て
、
50
年
』
で
は
、

同
会
の
歴
史
の
ひ
と
コ
マ
を
再

現
。
当
時
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
が
珍
し
く
、
録
音
を
始
め
る

と
声
が
小
さ
く
な
っ
た
り
、
強

い
河
内
弁
で
意
味
が
分
か
り
に

く
か
っ
た
り
と
、
苦
労
の
多
か

っ
た
様
子
が
コ
ミ
カ
ル
に
演
じ

ら
れ
た
。

　

半
世
紀
に
わ
た
る
活
動
が
評

価
さ
れ
「
富
田
林
市
教
育
文
化

功
労
賞
」
を
同
月
に
受
賞
。
会

場
に
は
賞
状
も
飾
ら
れ
て
い
た
。

　

現
在
ま
で
に
完
成
し
た
民
話

は
１
０
０
話
以
上
。「
民
話
は
過

去
の
歴
史
で
は
な
く
、
未
来
へ

つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
、
代

表
の
冨
永
清き
よ
こ子
さ
ん
。
今
後
も

語
り
を
中
心
に
、
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
や
映
像
な
ど
伝
承
方
法
を
工

夫
し
て
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
と

い
う
。「
出
前
公
演
も
し
て
い
る

の
で
お
声
が
け
下
さ
い
」
と
。

　

伝
承
メ
ン
バ
ー
を
募
集
。
会

費
無
料
。
毎
月
第
４
日
曜
10
時

〜
12
時
、自
宅
（
向
陽
台
）
他
。

　

問
い
合
わ
せ
は
冨
永
さ
ん
０

９
０
・
６
０
６
５
・
７
０
８
８ 

 

〔
吉
田
〕



市外局番
おまちがえなく！ E-mail:kongou@community2525.com

こちら情報センターこちらこちら情報センター情報センターなんでもご連絡を こちら情報センター

★十日えびすの時に三都神社に行きま
した。夕方頃行ったので、空いてい
るかと思っていましたが、そこそこ
の人でした。とんど焼きもやってい
て、雰囲気を味わえました。神社を
出たところにカフェもできていまし
た。（西山台・A.Aさん）

★61年間にわたり営業してきた堺タカ
シマヤが閉店すると聞き、何かお買
い得の品はないかとのぞいてきまし
た。店内には「ありがとう」のポッ
プが貼られていて、なんだか寂しい
気持ちに。

　　たくさんの買い物客がセール品な
どを買い求めていました。御

ござそうろう

座候を
買って帰ろうとしたら、１時間待ち
で諦めました。長年の営業、お疲れ
さまでした。（まみもとさん）

★以前、使用済み切手を集めるボラン
ティア活動をされていた団体があり
ましたが、もしご存じであれば連絡
先をお教えいただきたいです。

◎「大阪府社会福祉協議会」のホーム
ページに大阪府ボランティア・市民
活動センター（06-6762-9631）さんが
使用済み切手の対応先を紹介されて
いましたので、そちらをお伝えしま
した。

参加者が激減していましたが、今年
は多くの人が戻ってきて少しにぎや
かでした。年々増えることを願って
います。（弥生町・M.Mさん）

★エコール・ロゼのマクドナルドに続
きジュピターも閉店してしまうよう
で残念。次にどこの店舗が入るのか
気になります。（津々山台・G.Nさん）
★終活しないといけない年齢ですが、
物は捨てられず、増えるばかりです。
（富田林・まっちゃんさん）
★富田林市立金剛図書館が空調工事の
ため、しばらく休館となり寂しく感
じています。（津々山台・T.Mさん）

★大阪に来て50年になります。金剛さ
やまコミュニティの「今と昔」コー
ナーを懐かしく拝見させていただい
ています。スケートリンクもあり、
子どもたちを連れてよく遊びに行っ
ていたさやま遊園もあり、流れるプ
ールもありました。この辺りも本当
にいろいろ変わりました。住みやす
い所だと思います。（寺池台・カメち
ゃんさん）

★孫が車を運転するようになり、免許
を返納した私は送迎してもらえるの
が楽しみです。（鴨谷台・K.Sさん）
★去年、ロウバイのせん定をし過ぎた
ので花が咲くか心配でしたが今年も
見ることができた。（西山台・Mさん）

日でした。ところが突然息子から「明
日帰る」と連絡あり。

　　数日はどこにも買い物に行かない
で、家にある物を食べ尽くすつもり
だったのに、さあ大変。オークワに
すき焼きの材料その他いろいろ買い
に走りました。でも、私の顔はほこ
ろんでいました。私にとって息子の
帰省は何よりうれしいお年玉でした。
（大野台・かりんさん）

★青色パトロールカーで巡回中、孫と
バッタリ会いました。それ以来、孫
の家に行くと「パトカーで来たの？」
と聞かれます。３歳の孫には青パト
もパトカーも同じに見えるのでしょ
うね。（赤坂台・うさこさん）

★今年は早々に黄砂がやってきてるよ
うで、すぐに花粉シーズンになるの
かと思うと今から気が重いです。（新
檜尾台・M.Hさん）

★買い物をしていたら、ふと横にいた
マダムと同じものを手に取り、笑い
ながら「これいいよねー」って。初
めて会った方ですが、なんだかずっ
と前からの知り合いのように話して、
お互いレジを済ませて帰りました。
（庭代台・M.Oさん）

★正月早々に腰を痛めてしまい、３日
間まるまる寝正月となってしまいま
した…。新年早々うまくいかないス
タートでしょんぼりしています。（の
ぞみ野・S.Yさん）

★どんどん物価が上がってますね。買
い物に行ってもがっかりして手ぶら
で帰ってきてしまいます。（新檜尾
台・M.Hさん）

★自動音声で「あなたの落とし物を明
日まで預かっています」と言う電話
がありましたが、怪しいと思いすぐ
に切りました。恐ろしいです。（室堂
町・T.Sさん）

★毎年孫たちと除夜の鐘をつかせても
らいに行っています。コロナ以降、

★４日、金剛山に雪が積もっているの
を見て久しぶりに登ってきました。
老若男女、多くの人でにぎわってい
ましたが、外国人も増えましたね。
登山用ではなく普通のコートにスニ
ーカーやブーツで来ていて、アイゼ
ンもなし。テレビで金剛山での遭難
者が増えているというニュースもあ
り、心配になりました。（向陽台・く
まさん）

★小学２年の孫たちと初めて人生ゲー
ムをしました。子どもたちが遊んで
いた元祖のボードゲームです。車に
人と見立てた棒を付け、結婚したら
１人乗せ子どもができたら１人乗
せ、家を買えば旗を立て。１人の孫
が銀行の係になり５万、10万と金額
は大きいのですが算数の勉強にな
る。給料日にはたくさんのお金をも
らいかなり楽しかったようです。
　　２時間ぐらいかかりましたがまた
やりたいと。私も老眼鏡をかけて今
度は１位になります。ちなみに４人
中４位でした。（向陽台・M.Yさん）

★お正月に家族で集まり焼肉を食べま
した。好き嫌いの多かった孫が色々
な食べ物を食べているのを見て成長
を感じうれしかったです。孫のため
にも長生きし成長をもっと見たいと
思いました。（池尻・さっちゃんさん）

★お正月は親戚みんなで集まって、狭
山池でたこ揚げをしました！２日
は、風も強くて凧があがって、子ど
も達も楽しんでいました！狭山池は
広くて遊びやすいので近くにあって
良かったと思っています。（東野西・
りんごママさん）
★お正月に家族みんなで集まりたこ揚
げをしました。小学生以来で大人も
夢中になってあげました。狭山池は
たこ揚げにぴったりでいい風が吹い
てよく揚がりました。楽しかったで
す。（池尻自由丘・おでんくん）

★お正月は今年も夫と２人で、何事も
ないことが一番幸せだとしみじみ思
いながらお屠

と そ

蘇をいただき静かな元

（竹城台・M.Kさん）
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左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　 住所・氏名・電話番号・コメントを記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。 
。抽選で３人にギフト券（千円）を進呈。

あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台３丁 
22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473  
メールhome@community2525.com） 答と当選者発表は２月12日号。

　 　身の回りの 
出来ごとなどホームページと紙面に掲載します。 
　

描いて下さい。１枚でＯＫ 
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから

◆腹筋マシーン（幅50×奥行130×高さ
60cm、折りたたみ可）を3000円で

 ▷アームストレッチを1000円で
 ▷バトルロープを1000円で
 ▷座布団（美品＜箱で室内保管＞、え
んじ色、５枚まとめて）を8000円で

 ▷座布団（美品＜箱で室内保管＞、水
色、夏用、５枚まとめて）を8000円で

 待ち合わせて引き渡しできる方に譲
ります。
 （半田・メロンパン  yukimachizuki
 22@gmail.com）

◆アイリスオーヤマのオーブントース
ター（美品＜10年前に購入＞、1000W）
を1000円で取りに来られる方に譲り
ます。
 （金剛・上田☎072-366-2695）
◆パナソニックの食洗機（卓上型、５年

前に購入＜２か月使用＞）を無料で
取りに来られる方に譲ります。

 （狭山・田中 ☎090-9257-2976）
◆ニトリのリクライニングチェア（美
品、茶色、オットマン付き）を１万円
で取りに来られる方に譲ります。

 （狭山・まーみ mmmast.3939meru
 -1964@i.softbank.jp）

◆ニトリの１段衣装ケース（幅39×奥
行74×高さ30cm、４個セット）を、
2200円で譲ります。受け渡しは要相
談。

 （藤沢台・イチョウ ☎090-3721-0217）
◆ケユカの壁掛け時計（新品、電池つ
き）を5500円で

 ▷イングリッシーナのベビーチェア
（箱・テーブル＜新品＞つき、ベルト
に汚れあり）を無料で

 取りに来られる方に譲ります。
 （高辺台・あや haijidemode@yahoo.
 co.jp）
◆ベビー用敷布団（幅60×奥行90cm、
美品＜１回使用＞）を無料で取りに
来られる方に譲ります。金剛団地・金
剛東団地はお届けも可。着払いも可。
 （寺池台・みやちゃん miyawa@br
 oze.ocn.ne.jp）

◆カワイのアップライトピアノを無料
で取りに来られる方に譲ります。

 （美原区木材通・三舩 ☎090-6667-8125）
◆アンパンマンのおまる（便座に設置
する部分のみ、未使用のトレーニン
グパンツつき）を500円で
 ▷アンパンマンの補助椅子を1000円
で

 ▷ベビーチェア２つ（テーブル取り付け
型でミッキーと紺の星柄）を100円で
 ▷ベッドメリー（美品）を1000円で
 ▷タッパーウェーブの５つセット
（美品）を1000円で
 取りに来られる方に譲ります。クレ
ーム・リターン・キャンセルはお断り
致します。

 （寿町・リン ☎090-9169-0705）

◆ベビー布団セット（幅70×奥行120cm、
美品＜数回使用＞）を無料で取りに来
られる方に譲ります。
 （豊田・piyopiyo mggchan.24mk@
gmail.com）

◆男性用の服（160～185cm）を
 ▷女性用の服（160cm前後、Mサイズ）を
 ▷女性用の靴（23cm前後）を
 ▷鞄（どんな物でも）を
 ▷寝具カバー（枕・掛け布団・敷布団）を
 無料で譲ってください。取りに伺い
ます。

 （美原区大饗・林  ☎080-4024-7888）

◆グラウンドゴルフ用品一式（クラブ
＜右打ち用＞、ケース、ボール）をま
とめて3000円で譲ってください。取
りに伺います。
 （竹城台・前田 ☎090-3920-0090）

　自宅などで不用となった品物の
交換の場を当社の玄関前と横の通
路に、専用棚で提供しています。
　品物の持ち帰りは自由です。　
　

　品物の受け付けは
　ＱＲコードが簡単。





　津々山台公園は、1987年６月に完成したが、オープ
ンは周辺の道路や宅地の整備が完了する翌年３月まで
持ち越された。金剛東団地で金剛東中央公園、藤沢台
公園に次いで、３番目に作られた公園。

　現在は津々山台近辺には住宅が建ち並
び、環境は一変した。公園北側に見える
マンションは津々山台第２住宅。

12

　ご住所・氏名・電話番号に「いつ・どこで」撮影したものかを書き添えて。郵送でもメール添付でも可。採用分には薄謝進呈。

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　

に
鉢
ヶ
峯

定
例
探
鳥
会
。
８
時
45
分
に
泉

ケ
丘
駅
南
側
畑
・
鉢
ヶ
峯
線
②

番
バ
ス
乗
り
場
集
合
。
雨
天
中

止
。
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・
帽

子
・
双
眼
鏡
・
図
鑑
・
筆
記
用

具
な
ど
持
参
。
一
般
参
加
費
３

０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）。

日
本
野
鳥
の
会
会
員
と
大
学
生

１
０
０
円
。

　

横
島
さ
ん
０
７
２
・
２
９
９
・

２
３
１
８

　

「
わ
が
街
う
た
ご
え
喫
茶
in

泉
ヶ
丘
」
が
31
日
10
時
〜
11
時

半
、
泉
ヶ
丘
の
ビ
ッ
グ
ア
イ
小

研
修
室
５
で
開
か
れ
る
。
事
前

予
約
制
、飲
み
物
は
各
自
持
参
。

参
加
費
１
５
０
０
円
（
友
の
会

会
員
）、
２
千
円
（
一
般
）。
友
の

会
入
会
金
は
２
千
円
（
歌
集
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
）。連
絡
は
０
９
０・

７
３
４
７
・
７
１
４
０

　

「
友
の
会
の
小
さ
な
お
店
」

が
２
月
12
日
10
時
半
〜
、
泉
ヶ

丘
３
番
街
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
か
れ
る
。
入
場
無

料
。
大
阪
友
の
会
泉
北
方
面
が

主
催
。

　

ス
モ
ッ
ク
エ
プ
ロ
ン
や
ア
ー

ム
カ
バ
ー
、
鍋
帽
子
、
焼
き
菓

子
な
ど
心
を
込
め
て
手
作
り
し

た
品
が
販
売
さ
れ
る
。
リ
サ
イ

ク
ル
衣
料
や
到
来
品
な
ど
掘
り

出
し
物
も
。

　

買
い
物
袋
持
参
の
こ
と
。
問

い
合
わ
せ
は
鳥
山
さ
ん
０
９
０
・

６
６
０
０
・
２
２
０
６　



　

完
全
予
約
制
の
パ
ー
ソ
ナ
ル

ス
タ
ジ
オ
。
ペ
ア
レ
ッ
ス
ン
コ

ー
ス
も
あ
り
。
白
色
を
基
調
と

し
た
清
潔
感
い
っ
ぱ
い
の
ス
タ

ジ
オ
。
代
表
ト
レ
ー
ナ
ー
の
小

川
ル
ミ
さ
ん
（
＝
写
真
）
は
、

整
形
外
科
併
設
の
メ
デ
ィ
カ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
で
指
導
も

行
い
、
20
歳
代
か
ら
80
歳
代
ま

で
世
代
を
超
え
た
人
た
ち
を
担

当
す
る
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
太
り
や
す

さ
を
軽
減
し
た
り
、
正
し
い
姿

勢
に
導
く
、
日
常
生
活
で
の
身

体
の
く
せ
を
改
善
す
る
な
ど
で

人
生
を
楽
し
め
る
身
体
作
り
を

め
ざ
す
。「
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
い
、
丁
寧
な
指
導
を
心
が
け

ま
す
。
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
小
川
さ
ん
。

　

初
回
体
験
１
回
３
千
円
（
通

常
１
回
券
は
６
５
０
０
円
、
ペ

ア
１
人
４
千
円
）。
現
在
、
初
回

特
別
価
格
で
３
回
チ
ケ
ッ
ト
30

％
オ
フ
、
10
回
チ
ケ
ッ
ト
20
％

オ
フ
の
サ
ー
ビ
ス
も
。
予
約
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。　

 〔
横
山
〕

　

大
阪
狭
山
市
く
み
の
木
１
丁

目
に
「
大
阪
狭
山　

ピ
ラ
テ
ィ

ス
ス
タ
ジ
オ　

ダ
ブ
ル
（
Ｐ
ｉ

ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｓ　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

　

Ｗ
）」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
（
み

ぞ
ば
た
鍼

整
骨
院
２
階
）。

　

和
泉
市
仏
並
町
の
小
川
東
農

業
団
地
に
あ
る
「
R
F
フ
ァ
ー

ム
い
ち
ご
園
」
で
、
イ
チ
ゴ
狩

り
の
予
約
を
受
け
付
け
中
。　

　

甘
さ
と
み
ず
み
ず
し
さ
が
詰

ま
っ
た
真
っ
赤
な
完
熟
の
「
紅

ほ
っ
ぺ
」
を
味
わ
え
る
45
分
間

の
食
べ
放
題
は
ハ
ウ
ス
内
に
は

甘
い
香
り
が
漂
い
、
来
園
者
の

表
情
も
自
然
と
和
ら
ぐ
。
料
金

は
中
学
生
以
上
３
５
０
０
円
、

小
学
生
２
５
０
０
円
、
未
就
学

児
２
千
円
、
１
歳
〜
２
歳
５
０

０
円
。
中
学
生
以
上
に
は
お
土

産
付
き
。
練
乳
や
チ
ョ
コ
ソ
ー

ス
、
生
ク
リ
ー
ム
を
用
意
し
、

駐
車
場
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
ロ
ッ
カ

ー
、
ハ
ウ
ス
内
と
外
に
テ
ー
ブ

ル
と
椅
子
を
完
備
す
る
。
予
約

は
旅
行
サ
イ
ト
「
じ
ゃ
ら
ん
」

か
ら
。

　

同
園
は
高
設
栽
培
で
約
１
万

　

大
阪
狭
山
市
大
野
台
１
丁
目

の
「
優ゆ

う

宝ほ
う

ス
ペ
ー
ス
」
０
９
０
・

２
７
０
７
・
２
４
８
７
は
、
社

交
ダ
ン
ス
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

華
や
か
な
舞
台
ド
レ
ス
の
販
売

と
買
い
取
り
の
お
店
。
１
度
し

か
着
用
し
な
い
ド
レ
ス
や
小
物

な
ど
が
同
店
で
そ
ろ
う
。

　

30
年
前
、
子
ど
も
服
の
輸
入

店
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
そ
の
後
、

早
く
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
服
の
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
を
始
め
て
い
た
オ

ー
ナ
ー
の
太
田
明
美
さ
ん
が
ド

レ
ス
を
厳
選
に
セ
レ
ク
ト
し
買

い
取
り
。
美
し
い
ド
レ
ス
を
手

に
取
り
や
す
い
価
格
で
販
売
。

ま
た
、
委
託
販
売
も
扱
っ
て
い

る
。
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

資
格
を
持
つ
太
田
さ
ん
は
、
四

柱
推
命
や
手
相
な
ど
の
占
い
も

行
っ
て
る
。
営
業
時
間
10
時
〜

16
時
。「
ご
来
店
前
に
は
必
ず
お

電
話
く
だ
さ
い
」
と
、
太
田
さ

ん
。
土
・
日
・
月
定
休
。〔
横
山
〕

２
月
15
日
、
本
格
ジ
ュ
ニ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団Little

★

Star

の-team
 Spica-

が
、
第

８
回
公
演
「
７
人
の
ア
リ
ス
〜 

T
H
E　

O
RIGIN

〜
」
を
上
演

す
る
。
会
場
は
堺
市
立
西
文
化

会
館
１
階
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ホ
ー
ル
。

13
時
と
17
時
の
２
回
公
演
で
、

開
場
は
各
回
30
分
前
。

　

南
区
発
信
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

団
体
「
堺
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち

や
上
級
者
が
出
演
し
、
完
成
度

の
高
い
ス
テ
ー
ジ
を
届
け
る
。

代
表
の
古
賀
さ
ん
は
「
地
域
の

皆
さ
ん
に
感
動
を
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
２
８
０
０

円
、
当
日
３
３
０
０
円
（
税
込

み
）。
購
入
方
法
は
、
①
ウ
ェ
ス

テ
ィ
６
階
受
付
で
の
直
接
購
入
、

②
電
話
予
約
（
０
７
２
・
２
７

５
・
０
１
２
０
）、
③
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
（
Q
R
コ
ー
ド
参

照
）。

　

17
時
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
２

組
４
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
希
望

者
は
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、m

usical.litt 
le.star.earth@

gm
ail.com

ま

で
応
募
を
。
締
め
切
り
は
２
月

４
日
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
は
０
７
２
・
２

０
１
・
０
５
５
２
（
Ｆ
Ｓ
ア
カ

デ
ミ
ー
、
10
時
〜
20
時
、
日
祝

休
）。 

〔
元
村
〕

２
５
０
０
株
を
育
て
、
A
I
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導

入
。
温
度
や
湿
度
、
生
育
状
況

を
デ
ー
タ
で
管
理
し
、
冬
期
は

電
照
栽
培
も
行
い
安
定
し
た
品

質
を
保
つ
。
天
気
の
良
い
日
は

標
高
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ハ
ウ

ス
か
ら
大
阪
湾
や
神
戸
方
面
を

望
め
る
眺
望
も
魅
力
だ
。

　

代
表
の
稲
田
さ
ん
は
異
業
種

か
ら
転
身
し
、
大
阪
府
い
ち
ご

ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
び
実
習
を
重

ね
て
昨
年
開
園
。「
イ
チ
ゴ
で
笑

顔
を
届
け
た
い
」
と
話
す
。

　

園
内
で
は
朝
摘
み
の
「
紅
ほ

っ
ぺ
」「
お
い
Ｃ
ベ
リ
ー
」「
恋
み

の
り
」「
か
お
り
野
」
な
ど
個
性

豊
か
な
い
ち
ご
を
直
売
す
る
。

　

取
り
置
き
・
発
送
も
可
能
。

栽
培
や
収
穫
の
様
子
は
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
発
信
し
て
い
る
。

９
時
〜
17
時
。 

〔
元
村
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
20
日

　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
〜
４

時
に
泉
ヶ
丘
の
ビ
ッ
グ
ア
イ
研

修
室
で
開
催
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
人
々
へ
の
ま
な
ざ
し　

素

敵
な
人
、
そ
う
で
な
い
人
」。
講

師
は
大
槻
福
子
さ
ん
。
受
講
料

１
７
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は

暦
利
さ
ん
０
７
２
・
２
９
１
・

３
４
７
０



□

　

　

正
解
は
「
А
Ｄ
Ｆ
Ｈ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
岩
井
浩
一
（
西
山
台
）
▽
安

部
睦
仁
（
今
熊
）
▽
東
由
紀
枝

（
藤
沢
台
）

　
　

正
解
は「
コ
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
内
沖
誠
（
新
檜
尾
台
）
▽
田

中
信
之
（
向
陽
台
）
▽
奥
平
眞

子
（
赤
坂
台
）

　

来
月
２
週
目
に
発
送
予
定
。

　

か
わ
ち
な
が
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
倶
楽
部
で
は
、
ガ
イ
ド

と
共
に
巡
る
、
早
春
の
ウ
ォ
ー

ク
の
参
加
者
を
募
集
。

　

「
蝋ろ
う
ば
い梅
の
里
を
訪
ね
る
（
全

行
程
６
・
５
キ
ロ
）」。
２
月
14

日
。
９
時
、
南
海
高
野
線
天
見

駅
前
集
合
。
天
見
駅
〜
流
谷
・

八
幡
神
社
〜
十
三
仏
〜
第
十
六

番
経
塚
〜
蝋
梅
の
里
〜
流
谷
・

八
幡
神
社
（
昼
食
）
〜
茶
屋
出

〜
天
見
駅
（
２
時
頃
解
散
）。

　

先
着
40
人
。
参
加
費
３
０
０

円
。
飲
み
物
・
弁
当
等
持
参
。

少
雨
決
行
・
荒
天
中
止
。
電
話

　

２
月
26
日
、10
時
45
分
か
ら
、

さ
や
か
ホ
ー
ル
地
下
１
階
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
、「
第
１

１
７
回
０
歳
児
О
Ｋ
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
。葉
加
瀬
太
郎『
情

熱
大
陸
』・
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
『
ユ

モ
レ
ス
ク
』
他
。
バ
イ
オ
リ
ン

横
野
眞
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
長
尾

優
里
奈
さ
ん
。
お
話
・
紙
芝
居

も
あ
り
、
０
歳
児
か
ら
楽
し
め

る
。大
人
だ
け
の
参
加
も
歓
迎
。

参
加
費
５
０
０
円
（
子
ど
も
１

０
０
円
）。
要
事
前
申
し
込
み
。

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、

音
楽
愛
好
家
協
会
こ
ん
ご
う
０

８
０
・
３
７
７
１
・
４
８
５
６

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
８
日

　
　
　
　
　
　
　
　

大
泉
緑
地
。

大
泉
緑
地
・
花
と
緑
の
相
談
所

前
広
場
に
９
時
半
集
合
。
雨
天

中
止
。
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・

観
察
用
具
持
参
。
参
加
費
２
０

０
円
（
会
員
１
０
０
円
）。
問
い

合
わ
せ
は
仲
さ
ん
０
９
０
・
５

８
９
７
・
４
１
８
３

　
　
　
　
　
　
　

２
月
８
日
に

　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
福
知
山

線
廃
線
敷
。
７
時
50
分
に
Ｊ
Ｒ

大
阪
駅
御
堂
筋
口
改
札
口
前
集

合
。
70
歳
以
下
に
限
る
。
参
加

費
２
０
０
円
要
。
雨
天
中
止
。

会
員
外
の
人
は
事
前
に
電
話
連

絡
を
。
問
い
合
わ
せ
は
鈴
木
さ

ん
０
８
０
・
５
３
２
１
・
５
２

３
７

さ
ん
ぽ

　

錦
織
公
園
で
は
『
農
の
体
験

講
座
』
２
０
２
６
年
度
受
講
生

を
２
月
１
日
に
募
集
開
始
す
る
。

　

初
心
者
向
け
の
農
作
物
の
栽

培
と
様
々
な
里
山
の
体
験
が
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
手
ぶ
ら
で
農
業
体
験
を

楽
し
め
る
。
一
人
で
気
軽
に
、

友
人
、
夫
婦
で
の
参
加
も
。
初

め
て
の
人
も
大
歓
迎
。
こ
の
春
、

新
し
い
こ
と
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

開
催
期
間
＝
前
期
４
月
〜
７

月
。
後
期
９
月
〜
12
月
。（
各
期

全
８
回
）木
曜
10
時
〜
12
時
半
。

受
講
料
他
＝
各
期
６
千
円
。
第

１
回
目
は
４
月
16
日
（
連
続
講

座
全
16
回
の
初
回
開
催
日
）
錦

織
公
園
「
河
内
の
里
」
の
畑
前

に
集
合
。
先
着
定
員
８
人
。
対

象
18
歳
以
上
。

　

開
催
内
容
＝
野
菜
の
栽
培
と

収
穫
・
茶
摘
み
・
藍
の
生
葉
染

め
・
案
山
子
づ
く
り
・
綿
つ
む

ぎ
・
し
め
縄
づ
く
り
他
。
▽
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
錦
織

公
園
管
理
事
務
所
０
７
２
１
・

24
・
１
５
０
６

　

農
業
を
め
ざ
す
仲
間
と
楽
し

く
学
ぶ
「
み
な
い
き
農
業
塾
」

が
、
第
14
期
生
を
募
集
し
て
い

る
。
お
い
し
く
安
全
安
心
な
野

菜
を
作
る
技
術
の
習
得
と
、
野

菜
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
学

ぶ
。
座
学
（
南
区
役
所
）
と
農

業
実
習
（
塾
圃
場
）。「
農
業
や
家

い
き
い
き
フ
ァ
ー
ム
推
進
会
。

Ｅ
メ
ー
ル
：info@

m
inaiki 

farm
.org

、
問
い
合
わ
せ
は
０

７
０
・
２
２
９
５
・
４
５
１
１

（
松
山
さ
ん
）

　

３
月
４
日
に
入
塾
説
明
会
あ

り
。
①
１
時
〜
②
３
時
〜
、
南

区
役
所
２
階
で
。
要
予
約
。
詳

庭
菜
園
に
興
味
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
る
。

　

▽
学
費
３
万
５
千
円
▽
定
員

25
人
▽
申
し
込
み
は
２
月
２
日

か
ら
３
月
20
日
ま
で
、
郵
送
・

メ
ー
ル
で
。
〒
５
９
０

－

０
１

２
４
堺
市
南
区
畑
５
９
７
、
南

　

昨
年
10
月
、
本
紙
で
掲
載
し

た
「
万
博
ス
タ
ッ
フ
ら
と
交
流

　

ポ
ン
チ
ョ
に
寄
せ
書
き
」
桧ひ

尾お

俊と
し
あ
き明
さ
ん
（
津
々
山
台
）
の

〝
万
博
ポ
ン
チ
ョ
〞
が
２
月
１

日
〜
28
日
の
間
、
Ｔと

ん

ぱ

Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ

Ｌる

（
多
文
化
共
生
・
人
権
プ
ラ

ザ
）
の
１
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

で
展
示
さ
れ
る
。

　

「
自
分
だ
け
の
宝
物
に
せ
ず
、

寄
贈
す
る
な
ど
し
た
い
」
と
語

っ
て
い
た
桧
尾
さ
ん
に
富
田
林

市
が
協
力
し
、
今
回
の
展
示
に

至
っ
た
。万
博
来
場
通
算
15
回
、

87
歳
、
桧
尾
さ
ん
が
挑
戦
し
た

結
晶
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
！

　

Ｔと

ん

ぱ

る

Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
若
松
町
1

丁
目
７
番
１
号
）
は
近
鉄
長
野

線
「
富
田
林
駅
」
下
車
徒
歩
約

５
分
。
問
い
合
わ
せ
＝
富
田
林

市　

政
策
推
進
課
０
７
２
１
・

　

落
語
家
の
桂
米
團
治
さ
ん
が

司
会
を
務
め
る
「
教
え
て
く
だ

さ
い　

あ
な
た
の
人
生
劇
場
／

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
知
ろ
う
」が
、

す
ば
る
ホ
ー
ル
で
３
月
22
日
１

時
半
〜
３
時
半
に
開
か
れ
る
。

参
加
無
料
。事
前
申
し
込
み
制
。

予
約
ス
タ
ー
ト
は
２
月
１
日
〜
。

定
員
２
５
０
人
（
先
着
順
）。国

立
病
院
機
構
大
阪
南
医
療
セ
ン

タ
ー
、
富
田
林
市
と
富
田
林
医

師
会
の
共
催
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
▽
「
大
切
な
こ

と
を
家
族
に
伝
え
て
お
く
こ
と
」

＝
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長
・

川
村
知
裕
さ
ん
▽
「
父
、
米
朝

を
語
る
／
両
親
を
見
送
っ
た
時

の
こ
と
」
＝
落
語
家
・
桂
米
團

治
さ
ん
▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
人
生
劇
場
・
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
は
誰
も
が
み
な
主
人

台
・
北
村
０
７
２
１
・
24
・
６

１
４
１
）

公
」
＝
桂
米
團
治
さ
ん
、
大
阪

南
医
療
セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
部
長
・
川
村
知
裕
さ
ん

な
ど
が
登
壇
。
申
し
込
み
は
電

話
０
７
２
１
・
53
・
５
７
６
１

（
平
日
９
時
〜
３
時
）、
ま
た
は

　

１
月
11
日
、
美
山
台
の
自
宅

か
ら
イ
ン
コ
が
逃
げ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

グ
レ
ー
と
水
色
で
、
名
前
は

「
ラ
ニ
ー
」。
お
し
ゃ
べ
り
が
得

意
で
、
自
分
の
名
前
「
ラ
ニ
ー

ち
ゃ
ん
」
や
家
族
の
名
前
「
け

ー
ち
ゃ
ん
」
や
曜
日
を
話
し
た

り
、
歌
も
歌
い
ま
す
。
心
当
た

り
の
あ
る
方
、
ど
こ
か
で
見
か

け
た
方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
美
山

申
し
込
み
は
、
２
月
５
日
・
６

日
。
共
に
10
時
〜
４
時
。
申
し

込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、
同
事

務
局
０
７
２
１
・
26
・
７
３
５

３

細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

て
。 

〔
横
山
〕

25
・
１
０
０
０






